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サタンの仕業さえも（ヨハネ13：30-32）
　
多くの人が何事もない、また、思っているとおりにうまくいくときに喜ぶし、安心して平安になります。というのは、その反対の状況になった場合には、不安になり落胆してしまったり、これからどうなるのだろうと、なぜなのかという気持ちに走るようになるということでしょう。それが普通です。つまり、世の中では、物事がうまくいくのかそうでないのかというのが、いつも喜びと安心の基準です。基準がそうなっている限りは、それによって右往左往するしかないでしょう。その普通から見ると、今日の聖書の箇所は、普通ではありません。今までイエス様に従っていて、3年間、イエス様のお話を聞き、また、しるしを見て、同居をしながら食事も一緒にとりながら親しくしていた弟子の一人、イスカリオテ・ユダという人間が、弟子の集まりの中で、夜に一人で外に出ていったと書いてあります。その前の聖書には、その時にユダの心にサタンが入ったと書いてあります。そこでユダが出ていきました。というのは、これから、ユダは、イエス様についていくことを完璧に止めて、そして、イエス様を裏切り、イエス様を売ろうとして外に出たのです。その結果、イエス様は、耐えがたい苦しみを味わうようになり、最終的には十字架の悲惨な死を遂げるようになるプロセスです。先ほどの基準から見ると、つまり、普通であれば、「悔しいな。なんであの子は、そうなってしまうのだろう。このままだったらダメじゃないか。もう大変だ。どうしよう。今まですべてが無駄だったのだね」と思って騒ぐのが普通でしょう。でも、そういう状況の中、裏切りの状況の中で、イエス様は、今こそ神様は栄光を受けられるときであり、それによって私も、人の子も、栄光を受けられるようになるとおっしゃいました。だから、普通の基準から見たときには、まったくおかしいし、普通ではありません。

ですから、私たちは、イエス様ではありませんが、イエス様を信じているクリスチャンであれば、私たちも普通であってはいけません。今まで普通に当たり前だったものに、いつも慎んでみことばを握ってブレーキをかけるように心がけていなければなりません。クリスチャンは普通ではありません。普通であることをいつも考えて、そして、望んでいてはいけません。そうすると、結局は騙されて、一緒に流されるようになるしかありません。あまり悪ふざけをせず、まじめに育って生きてきて、それから、ある程度の生活の基盤もあって大人になったという方に、一番、難しいのは、普通の基準に従って、ある程度、それをしっかり守ってきた今までの人生の経歴があるので、普通でありたい、また普通の基準をクリスチャンでありながらもずっと主張したいのです。それがもう刻印されているのです。だから、逆に、イエス様のときには、イエス様の周りに集まって来ていた人々は、普通の基準から見たときには、下っ端でみな脱落している人ばかりだったのです、イエス様は、普通ではなかったので。特に、年を召していらっしゃればいらっしゃるほど、中々、普通の基準がそのまま基準になる可能性があります。でも、今日の聖書を見ますと、また今日の箇所に限るわけではありません。聖書の一番大切なテーマの一つは、今まで普通に当たり前に思っていたこと、いまも世の中では普通に通じる内容にクリスチャンのあなたがたは、ブレーキをかけないといけない。それは違うのだという目線で、そういうところに立って、物事を見て、またメッセージを聞いていただきたいと思います。
サタンは、昔から、いまでも、これからも、未信者の支配者であると同時に、クリスチャンの私たちにもずっと攻撃をしています。前にもお話ししたように、サタンが「私がサタンだよ、おまえたちをこれから攻撃するよ」と宣言して、宣戦布告の中でやることはありません。そうなのかどうかもわからないようにして、攻撃を仕掛けています。でも、クリスチャンの私たちは、サタンの攻撃があるということを覚えていないといけません。いろいろな形がありますが、代表的に、今日の聖書に紹介されているように、まず、真理の道から裏切るということです。今まで他の群集と比べたときに、イエス様に特別に選ばれて選抜され、弟子の扱いを受けていた人でした。そういう中でも、裏切り者が出るのです。ただ人が悪いから裏切るわけではありません。聖書には、間違いなく、ユダの心にその瞬間、サタンが入ったと書いてあります。だから、もう福音など信用できない、聖書の話、イエス様の話、イエス様に救いがあるということにもう興味はない、もうそれは時代遅れだ。教会に通っていた人たちが、ときには主に人生をささげるということで神学校に入って牧師になったにもかかわらず、「神なんかいない、イエスの他にも救いはいっぱいあるよ」というようなところに走る人が少なくありません。そのようにサタンは、真理の道を歩んでいたかのように見えた人々が裏切るようにも攻撃を仕掛けます。もちろん、それは聖書の表現どおり、ユダの場合は、自分の道を歩いて行ったと書いてはありますが、ときには、信仰生活、教会生活に頑張っていたのにもかかわらず、あまり自分の期待通りにならない、あるいは、いろいろなつまずきがあり、そういうことでふと、世の中がより良さそうに見えて、魅力いっぱいに見えます。そうすると、その世を愛して真理の道から離れて出ていきます。Ⅱテモテ4：10のパウルの手紙の中にそういう内容が書いてあります。デマスという人間が、この世を愛し去っていたと。なぜそうなったでしょうか。本当に信仰生活が辛いからでしょうか。世の中が魅力にあふれるところなのでそうなったでしょうか。違います。サタンが入ってしまうと、そうなってしまうのです。ときには、信仰を守ろうとしていたときに、それを奪い取ろうとして、迫害という形をもってサタンが攻撃する時があります。でも、この迫害は、地球の歴史が終わるまではずっと続くものだと、最初から思っていた方が正解だと思います。この迫害は、真理の福音を持っている人がいる限りは、必ず起こるものです。アベルのときから、カインによって迫害が始まり、それからはずっとそういう歴史です。ヨセフのときにも、ヨセフが福音と契約を握っていたら、腹違いの兄たちは、福音と関係ないものなので、必ず福音を持っているものを攻撃して、それを断ち切ろうという動きがあります。これを迫害と言います。そのような歴史がずっと流れてきて、初代教会はそれが目に見える形になり、本格的にその迫害がありました。なぜそういうことがあるのでしょうか。キリスト教が迫害されるような変なことをやっているからだという解釈もありますがとんでもありません。ほぼすべてが濡れ衣であり誤解です。それから、正義に反するから、法律に反するから、今までの伝統にあわないからと、いろいろな攻撃がりますが、迫害というものは、サタンが福音を消そうとして、迫害する側の様々な団体、人の中に入っておこることです。とにかく、消そうということです。今までの教会の歴史を見ても、その連続、繰り返しでした。

そのように直接、迫害をとおして、教会では攻撃したりということがありますが、もう一つ、取り上げて申し上げると、天使のように変装して現れて、つまり、クリスチャン、教会の中に入って、よさそうなもっともな話、理論を取り上げて、福音の本質から離れるようにします。つまり、変質というのでしょうか。変えてしまうのです。曲げてしまいます。それもほとんどそうなるのかどうかも気づかないうちに、いつのまにか福音の本質からだいぶ離れてしまうようになります。そうすると、取り返しがつきません。そのときごとに、神様は改革をいつも準備していらっしゃいます。だから、そのように攻撃をしてしまいます。「福音良いよ。キリスト良いですよ。でも、伝統を大事にしないといけないよ」と福音と伝統を混ぜてどうにかしようとします。社会で生きるためには、倫理、道徳など、普通に常識的に、必要な内容でしょう。でも、それは福音ではありません。けれども、必要な内容だし、良さそうなもっともなお話しなのです。人のものを盗んではいけません。人に迷惑をかけてはいけません。このような道徳、倫理の内容を、これが良いのではないか。福音は良い、キリストも良い、でも、これも一緒にやらないといけないのではということで混ぜてしまうのです。しかし、福音がないので、混ざることができません。結局、混ぜたというのは、福音を捨てるしかありません。そういう策略をもって、サタンが攻撃します。それから、何回も申し上げましたように、大義名分です。本当は皆が大義名分に当たるものですが、それをもって、家庭の平和、世界平和、環境保存、動物愛護など、いろいろな大義を取り上げて、人々の健康、社会の秩序、国の安全、様々な大義を取り上げて、福音はまるでそのために存在するかのような、前後を全部取り換えてしまいます。位置づけがまったく違うものになります。結局、表では福音、キリストと言いながらも、その大義の子分になります。キリストが、福音が。そのようにして、結局は、サタンが攻撃を仕掛けてだめになるようにするのです。その他にもいろいろあるでしょうが、クリスチャンの私たちは、このサタンの攻撃にしっかりと目を覚ましていないといけないと同時に、心の中に動かない信仰を持っていないといけません。確信であり、証拠を握って確認していないとなりません。

それにもかかわらず、神様は絶対に損することはありません。神様に損することなどはありません。これが普通の人とクリスチャンとの違いです。一見みると、いま裏切られて、イエス様が十字架にかけられるから、それでイエス様を裏切ったということは大変なことになると思うかもしれません。ユダにとっては大変なことでしょう。でも、イエス様は、それによって栄光を受けるとおっしゃっているのです。理解できないですよね。クリスチャンの私たちには、これが理解できるようになります。神様は、これっぽっちも損することがありません。言葉を変えますと、福音は一切、消すことはありません。サタンはいろいろな攻撃を仕掛けて、福音に傷をつけよう、消そうとしているのですが、そして、一見みると、そうなるかのように思われるかもしれません。けれども、皆さん、覚えていてください。福音は傷つくことはありません。福音を傷つけることなどは、ありえないことです。神様の契約です。神様の契約は絶対的なものなので、なにかによって、それがサタンのしわざであっても、それによって傷がついたり曲がったり、途中で途切れたり、また変更になったりというようなことはありません。絶対的なのです。その一番の証拠というのは、旧約の聖書です。旧約の聖書を見ると、イエス様がこの世に来られる、つまり、福音の契約がその通りになるとは思えない状況が何千年間、ずっと続くのです。邪魔になること、だめになることしか書いてありません。しかし、神様は、損することなく、福音が傷つかず、イエス様はこの世に来られました。覚えていてください。目の前にあるトラブルや目の前にあるサタンの攻撃や、いろいろな問題によって、まるで福音がどうにかなるような誤解をしてしまいますが、神様は、絶対に損することがないし、福音は傷つくことはありません。これを神様の主権といいますが、神さは、そのような中でも、問題、トラブル、サタンの攻撃、邪魔などがある中でも、必ずレムナントという残されたものを用意して、神様の福音、人が救われるための唯一の希望である福音のキリスト、イエスを守り通して、契約を成就されました。だから、神様は、損することがありません。そして、損することがないどころか、結局は、いろいろなことがあるのにもかかわらず、そのすべてを働かせて益となるのです。だから、クリスチャンは普通ではありません。普通は落胆し、普通は倒れて、普通は失望して、普通は恨みつらみを抱えるようなケースであってもクリスチャンは、私には乏しいことがありません、私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もないと信仰告白ができる普通じゃない存在です。皆さん、今日から、普通に暮らしてはいけません。普通が最高で、平凡こそ最高だと、歌の手みたいに歌詞みたいに言いますが、クリスチャンは、違います。私たちは、普通ではありません。普通から見ると、私たちは、おかしいのです。サタンが仕掛けて裏切られたら、普通は、悔しくて、悔しくてしょうがない場面なのに、乏しいことはありません、逆にそれが福音の前進になったと言えるものなのです。何も問題がないし、何ひとつ引っかかるものは、実はないのです。それがわかって、その場面、その場面、引っかからないで、神の栄光を見つけることができる、それが神の国というものなのです。いまはそれが可能です。サタンが裏切り攻撃、迫害の攻撃、また、光の天使のように現れて、巧妙に攻撃を仕掛けて、このようにもなったり、あのようにもなったり、いろいろあるでしょうけれども、そのすべては結局、全部働かせて、どのような益を作り出すのかというと、さらにクリスチャンが、Onlyに走るようにしてくれるのです。さらに、今までにあったいろいろな基準や刻印されているものが、どんどん取りはがされて、さらにきよめられるようになるのです。この約束さえ握っていれば。それから、サタンは攻撃してつぶそうと、消そうとしていたのにもかかわらず、さらに福音宣教、福音のためにいのちをかけるということに決断するようになるのです。だから、すべてを働かせて益となるのです。契約は変わることはありません。神様はそうしません。最後に覚えていてください。すべてを働かせて益となるだけでなくて、絶対に損することがない、逆に益となるだけでなく、むしろ、そのすべてをとおして、神様が栄光を受けられるようになります。損しないだけではありません。逆にそれが、神様の栄光を作り出します。

神様が栄光を受けられる、キリストが栄光を受けられるというのは、どういうことなのでしょうか。神の契約が成就する方向に持っていくということです。別のことばで申し上げると、暗やみの力、勢力が全部縛り上げられて砕かれるということです。サタンは攻撃を仕掛けたのに、その攻撃によって暗やみの力が砕かれるところに来ます。神様は損しないのです。その中で、クリスチャンのひとりひとりは、さらにOnly、さらにきよく、さらに決断のほうに入ってしまうので、暗やみの力が砕かれて、結局、神の国が現れるようになります。何によってでしょうか。サタンの攻撃でさえ。神の国に邪魔にならないだけではなくて、それが神の国を作る手段になるということです。ユダが、イエス様を裏切ったそのことによって、イエス様は、栄光を受けられたと書いてあります。もっと簡単に申し上げましょうか。裏切り=神の栄光と言えるのでしょうか。それが福音です。何をそんなに恨んでいらっしゃるのでしょうか。何がそんなに悲しいのでしょうか。何をそんなに心配しているのでしょうか。何がそんなに不安なのでしょうか。何がそんなに憎いのでしょうか。サタンの攻撃でさえ、神の栄光を作るようになります。もしユダが裏切らなければ、イエス様は、十字架にかかることはありません。もちろん、そういうことはありえないでしょうが、このあとペテロが、伝道するうちに捕まって、これからは絶対にイエス様のお話をしてはいけないと言われて戻ってきて教会に報告したときに、その教会の信徒の反応がどのようなものだったのかご存知でしょうか。創造の神様、キリストの神様。旧約の聖書の預言を見ると、キリストが来られたときに、王様やいろいろな人々が力を合わせて、結局、キリストに害を加えると預言されているとおりになりました。それで、そのイエス様を迫害して十字架につけられたということが、神様が前もって定められた御心を全うするためだということです。彼らがやっていたことが。それがわかっていたので、その告白とともに、いまも彼らが、私たちを福音と福音宣教に携わっている教会を迫害しようと脅かしています。それはどういう意味なのでしょうか。その脅かしが、私たちをとおして全うされようとしていた、神の御心を全うするための後押しのようなものでしょう。だから、より大胆に神のみことば、福音を伝えるように、私たちを助けてください。その脅かしがあり、迫害があったので、怖くてどうしようではなくて、それが神の栄光を作りだして、邪魔ができないだけではなく、それこそ神の栄光のツールなので、いまの私たちにも辛いこともあり、大変なこともあるのはもちろんなのですが、これが神の栄光に直結できる通路だとわかっているので、なにもおびえる理由もないし、迷う理由もないし、変わらない契約にしっかり立って、契約が進むそのところに私たちは立ちます。それで、神様が栄光を受けられます。いまの迫害が、神の栄光になります。いまの私たちが抱えている問題が、神の栄光になります。それで、福音宣教がどのように展開されるかは、彼らのテーマではありません。神様がなさることなので、私たちは契約にしっかり立ちます。それだけです。子どもの問題があって、こうなるか、どうなるか私たちにはわかりません。ただ、これが神の栄光につながるものだと私はわかっています。だから、これにおびえることなく、逆に、さらに福音に立って、さらに福音宣教という契約に私が自分自身を追い込むようにしましょう。これを普通の人が聞きますと、理解できません。でも、クリスチャンでも、肉に満ちている人は、話が理解できません。神社やお寺に行って、求めている内容と同じ内容を求めて教会に来ている人は、この話が理解できません。
結論を申し上げましょうか。問題は、もはや問題ではありません。問題は、自分が福音なのか、そうではないのか、福音の中に入っているか、そうでないのか、それが問題です。私が正しく福音であり、福音の中に入っていて、神の契約が自分自身に絶対的なものになっていれば、サタンの攻撃でさえ、それが神の栄光につながるものになるのです。問題のポイントを変えないといけません。どんなことがあっても、自分が福音の中にいるとすれば、神様は必ず栄光を受けられて、つまり、イエス・キリストが栄光を受けられるというのは、イエスがキリストであるということがさらに明らかに、そして、より鮮明に示され伝えられるようになるのです。パウロは言いました。刑務所の中に入って、外側にいる教会に向かって、パウロが手紙を書きました。刑務所の中にいるのか、いつまでいるのか、いつ出るのか、そういうことは、私は知りません。それはテーマではありません。刑務所は問題ではありません。福音なのかどうか。福音宣教が契約なのです。いまの時代は。その契約は絶対に成し遂げられるものなので、それを基準にするのです。そうすると、刑務所の中に入ったことによって、さらに神が栄光を受けられた、つまり、福音が前進したということです。それ以外には、興味はありません。なぜ、中々、そのようにならないで、あらゆる問題にぶつかり倒れてアップアップするのでしょうか。ポイントを問題においているからです。福音と契約がポイントです。つまり、福音と福音宣教がポイントであり、それを基準にしないといけません。そして、契約というものは、福音宣教、地の果てにまでイエスの証人となる、つまり、私をとおして、いのちの働きがなされるという契約なのです。これが絶対化しないといけません。そうすると、絶対というのは、なにがあっても契約を優先することなのです。悪いことなのか、良いことなのか、どうなるのかは分かりません。いつでも契約が優先です。なぜなら、絶対なので、契約は変わらないので、結果的にどうなるのかというと、福音宣教という契約はブラックホールになるのです。良いこと、悪いこととは、私たちの普通の基準であって、全部、ひっくるめて福音宣教が成し遂げられるようにするのです。それが絶対というものです。それを基準にして、いつも優先にして、そこに立つというのが大切です。そうすると、問題に引っかからずに、負けずに、だまされずに、勝利の道を歩むようになります。福音と福音宣教、これを契約と言います。契約はブラックホールなのです。ブラックホールの意味は分かりますよね。分からない人は、検索してください。ぜひ、皆さん、契約というのが、理論ではなくて、聖書に書いてある内容ではなくて、こういうものだという内容の理解ではなくて、自分のものであると同時に、絶対化が一番大切なのです。今日のメッセージのポイントは、絶対化です。ですから、ブラックホールなのです。皆さんが、涙を流して、パニックしながら悩んでいるその問題が福音には何の邪魔にはならないし、かえってそれが福音を前進させるものになるのです。私たちが、信仰が薄いからそのような問題になるだけであって、イエス様は、ユダの裏切りの前で栄光を語っていらっしゃいました。

最後に申し上げます。サタンの仕業であっても、キリストの栄光、契約の絶対的な成就を、皆さんも、様々な問題の前で、それを語るようになっていただきたいと思います。宇宙にあるどんなものよりも福音に勝てるようなものは存在しません。ですから、普段から皆さんは、福音の中に自分自身がそこにいるのだということをいつも確認して、そして、福音の中に自分を追い込む、押し込むようなことをメインにしていただきたいと思います。それをどのようにすればいいのかというと、祈りの時間を決めて、自分が福音の中にいるということを確認する時、また、福音の中に自分の思いを含めて、自分を押し込む時として、定刻の祈りの時間をもって、すぐに完璧にできなくても良いです。それは主を見上げるという意味であるし、自分自身がなにかこうなる、ああなるとか全部忘れて、自分を主にささげるときなのです。体も心もたましいも人生そのものも。それが一番完璧な導きになるわけですから。そういうときをまず持つということが、勝利の鍵になるものです。皆さんがそうしなくても、神の契約には何の支障もありません。ただ私たちがだまされるだけです。私たちが神様の答えの祝福を見ることができないだけです。神の契約は絶対的です。どんな裏切りがあっても変わらないし、その裏切りが契約の成就をサポートします。何が問題でしょうか。ブラックホールです。全部が契約の成就のためにあるものです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ユダの裏切りをもって、普通はため息をするしかない場面でイエス様は、契約の栄光を語りました。クリスチャンの私たちもこれから、そのような理解と信仰をもって、そして、ポイントが福音、契約にあることを理解して、普段から一番重要なポイントを、福音の中に自分を押し込むこととして持つことができるようにひとりひとりを祝福してください。それで、神様が私とともにおられること、神がなさることを体験できる兄弟姉妹にしてくださいイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
5

